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●この時　熱中・夢中

　４月６日㈫から15日㈭まで、春の全国交通安全運動が行わ
れました。市街地では保護者や街頭指導者が交差点に立ち、
「おはよう」の掛け声とともに、元気に登校する子どもたちに
横断歩道の正しい渡り方を指導していました。

　４月６日㈫から15日㈭まで、春の全国交通安全運動が行わ
れました。市街地では保護者や街頭指導者が交差点に立ち、
「おはよう」の掛け声とともに、元気に登校する子どもたちに
横断歩道の正しい渡り方を指導していました。

　４月６日㈫から15日㈭　４月６日　４月６日　４月６日　４月６日㈫㈫㈫㈫から15日から15日から15日から15日㈭㈭㈭㈭まで、春の全国交通安全運動が行わまで、春の全国交通安全運動が行わまで、春の全国交通安全運動が行わまで、春の全国交通安全運動が行わ

大きく手をあげて、元気よく！大きく手をあげて、元気よく！大きく手をあげて、元気よく！
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地域みんなで
 子育てファミリーを応援しよう!!

地域みんなで
 子育てファミリーを応援しよう!!

子
ど
も
手
当

●「
子
ど
も
手
当
」
っ
て

　

ど
ん
な
制
度
？

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
制
度
で
す
。

　
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
人
は
、
子
ど
も
１
人

に
つ
き
月
額
１
万
３
、
０
０
０
円
（
平

成
22
年
度
）
を
受
給
で
き
ま
す
。
手
当

の
支
払
い
は
６
・
10
・
２
月
で
、
支
払

月
の
前
月
分
ま
で
支
給
し
ま
す
。

　
子
ど
も
手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
の

支
給
を
受
け
ず
に
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
へ
の
活
用
を
目
的
と
し
て
市

に
寄
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
子
ど
も
手
当
は

　

だ
れ
が
受
け
取
れ
る
の
？

　
子
ど
も
手
当
を
受
給
で
き
る
の
は
、

子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
生
計
を
同
じ

く
す
る
父
ま
た
は
母
で
す
。

　
子
ど
も
が
父
母
に
養
育
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ

生
計
を
維
持
す
る
人
が
受
給
資
格
者
と

な
り
ま
す
。

●
今
ま
で
「
児
童
手
当
」
を

　

受
給
し
て
い
ま
し
た
が
、

　

手
続
き
は
必
要
な
の
？

　
今
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
た
人
は
、
新
た
な
申
請
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
た
人
で
、
新
た
に
対

象
と
な
る
子
ど
も
（
中
学
２
・
３
年
生
）

が
い
る
場
合
は
、「
子
ど
も
手
当
額
改

定
認
定
請
求
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
中
学
１
年
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
な

く
中
学
２
・
３
年
生
の
子
ど
も
が
い
る

人
、
ま
た
は
所
得
制
限
な
ど
で
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
人
は
、「
子

ど
も
手
当
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。（
下
図
参
照
）

●
請
求
手
続
き
は
９
月
30
日
㈭

　

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
子
ど
も
手
当
の
請
求
が
必
要
と
思
わ

れ
る
家
庭
に
は
、
請
求
手
続
き
の
案
内

を
送
付
し
ま
す
（
案
内
が
届
く
前
で
も

手
続
き
で
き
ま
す
）。
下
記
の
必
要
な

も
の
を
持
参
し
て
、
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
課
市

民
保
険
環
境
係
の
窓
口
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、
公
務
員
の
人
は
勤
務
先

で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　
９
月
30
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
認

定
さ
れ
た
場
合
は
４
月
分
か
ら
受
給
で

き
ま
す
が
、
10
月
１
日
㈮
以
降
に
手
続

き
を
し
た
場
合
は
、
４
月
分
か
ら
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
最
初
の
支
払
月
で
あ
る
６

月
に
受
給
す
る
に
は
、
５
月
20
日
㈭
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
被
保
険
証
の
写
し
（
今
ま

で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
人
は

受
給
者
の
も
の
、受
給
し
て
い
な
か
っ

　
た
人
は
請
求
者
の
も
の
）

・
請
求
者
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

（
預
金
通
帳
の
写
し
な
ど
）

　
※
今
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

た
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

・
印
鑑

●
手
続
き
・
問
合
せ

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
７
５
７
―
３
７
１
９

　
ま
た
は
各
支
所
市
民
課
市
民
保
険
環

　
境
係

●
地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

　

事
業
は
ど
ん
な
事
業
な
の
？

　
子
ど
も
の
多
い
家
庭
や
障
が
い
が
あ

る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
家
庭
へ
、
協

賛
店
の
商
品
割
引
や
公
共
施
設
の
利
用

料
減
免
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
で
す
。
地
域
全
体
で
子
育
て
を
応

援
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
子
ど

も
を
産
み
や
す
く
、
育
て
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
ど
ん
な
人
が
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
で
き
る
の
？

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
り
、
市

内
に
住
所
の
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

①
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
３
人
以
上
養

育
し
て
い
る
保
護
者

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精

神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ

て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
保
護
者

③
①
・
②
の
保
護
者
と
同
居
、
も
し
く

は
同
一
敷
地
内
に
住
む
保
護
者
の
父

母
（
子
ど
も
の
祖
父
母
な
ど
）

●
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

　
市
か
ら
交
付
を
受
け
た
地
域
子
育
て

応
援
カ
ー
ド
を
協
賛
店
な
ど
で「
提
示
」

し
て
く
だ
さ
い
。
各
店
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
カ
ー
ド
の
申
請

　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け

て
、
事
業
の
対
象
と
な
る
家
庭
に
申
請

書
類
を
郵
送
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

報
と
お
か
ま
ち
５
月
25
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　対象となる家庭に特別なサービスを提供してくれるお店や企業などを募

集しています。法人、個人、事業主、地域の団体などは一切問いません。

協賛店の負担は独自サービスのみです（協賛金はいただきません）。

　地域子育て応援カードは、市内の対象家庭約1,100世帯が利用します。

たくさんの協賛店からユニークで多彩なサービスを提供してもらうこと

で、「子育ての楽しさ」「十日町の温かさ」を感じてもらえるよう、地域子

育て応援カード事業への参加をぜひご検討ください。

◎申込み方法：サービス内容を決めて「協賛申込書」を記入のうえ、子育

　て支援課または各支所市民課へ提出してください（郵送の場合は子育て

　支援課へ送付してください）。申込書は子育て支援課・各支所市民課、　

　本町分庁舎、各地区公民館にあります。市ホームページ（http://www.

　city.tokamachi.niigata.jp/）からもダウンロードできます。

※登録した内容は、「協賛変更申込書」を提出すると変更できます。ただし、

　対象家庭に配布する協賛店ハンドブックの情報は随時更新できません

◎市ホームページなどへ写真掲載
　市ホームページなどにお店・企業の外観やイチ押し商品、スタッフなど

　の写真掲載を希望する場合は、写真や画像データを提供してください。

　【子育て支援課メールアドレス：t-kosodate@city.tokamachi.lg.jp】

協賛店を募集します!!

７月から「地域子育て応援カード事業」を実施します

■問合せ　子育て支援課子育て支援係　☎757-3719

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

【3月31日現在、児童手当を受給していない人】

新たな手続きは不要

子ども手当
※手当は４月分から支給されます。
※４月に中学生になった子ども（３月ま
　で児童手当の対象だった子ども）につ
　いても手続きは不要です。

※９月30日までに「額改定認定請求書」を
　提出してください。
　手当は4月分から増額されます。

※９月30日までに「認定請求書」を提出してください。手当は4月分から支給されます。

中学２・３年生の子ども

子ども手当

中学１年生以下の子ども

中学２・３年生の子どもにつ
いて、「額改定認定請求書」
の提出が必要

中学１年生以下の子ども中学２・３年生の子ども

新たな手続
きは不要

子ども手当

「認定請求書」の提出が必要

中学３年生以下の子ども

所得制限など
で受給してい
なかった人

所得制限など
で受給してい
なかった人

【3月31日現在、児童手当を受給している人】
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　「これまでの成果と今後の展開の情報」と「市民活動を進め

るうえで役に立ちそうな助成事業」を掲載した情報紙（A・B

面の両面表紙48ページ）を発行しました。

●Ａ面「この指と〜まれ！」

内容：十日町市流の「協働のまちづくり」、「協働のまちづくり

モデル事業参加者募集」の詳細、これから広がる協働ほ

か

●Ｂ面「ほじょ金み〜つけた」

内容：市民活動団体や町内会の皆さんの活動に役立つ助成事業

や補助金を紹介

　　　分野：地域づくり・集落支援／子育て／福祉／自然・環

境／文化活動／道路整

備・除雪／農林関係

市役所本庁・各支所、本町分庁

舎、公民館に配置しています。

　
子
育
て
・
福
祉
・
地
域
づ
く
り
・
農

業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民
グ
ル

ー
プ
を
対
象
に
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
出

会
い
と
交
流
の
機
会
を
設
け
ま
す
。
情

報
交
換
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目

指
し
、
活
動
支
援
の
拠
点
づ
く
り
も
考

え
ま
す
。

■
募
集
し
て
い
る
人

　「
活
動
し
て
い
る
け
ど
人
も
金
も
情

報
も
足
り
な
い
」「
ほ
か
の
団
体
は
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」「
お

互
い
の
得
意
な
と
こ
ろ
を
出
し
合
っ
て

連
携
し
た
い
な
」「
活
動
を
支
え
る
組

織
や
拠
点
が
ほ
し
い
」。
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
思
っ
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
。

　
市
内
に
は
、
各
地
域
に
先
人
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
「
や
ま
田
・
棚
田
」

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
耕
作

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
影

響
で
、
田
ん
ぼ
の
保
全
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
地
域
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
市
内
の
美
し

い
棚
田
を
探
し
、
保
存
活
動
や
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

■
募
集
し
て
い
る
人

　
市
内
の
「
や
ま
田
・
棚
田
」
の
保
全

に
つ
い
て
、
興
味
の
あ
る
人
や
何
か
し

よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
、
何
か
し
て
い

る
人
。

　
芸
術
祭
を
活
用
し
た
地
域
独
自
の
お

も
て
な
し
活
動
を
し
て
い
る
団
体
同
士

が
つ
な
が
り
連
携
す
る
こ
と
で
、
お
も

て
な
し
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

芸
術
祭
だ
け
で
な
く
継
続
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
し
て
い
る
人

　
大
地
の
芸
術
祭
に
関
連
し
て
、
来
訪

者
へ
お
も
て
な
し
を
考
え
て
い
る
人
や

団
体
。
芸
術
祭
に
関
係
し
な
く
て
も
、

来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し
の
レ
ベ
ル
向

上
を
考
え
て
い
る
人
。

　
雪
処
理
対
策
な
ど
雪
国
特
有
の
課
題

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
除
雪
な
ど
の
雪

処
理
対
策
や
雪
と
う
ま
く
付
き
合
い
、

利
用
し
て
い
る
事
例
な
ど
、
雪
国
な
ら

で
は
の
文
化
や
工
夫
な
ど
も
研
究
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
雪
を
め
ぐ
る
問
題
や

知
恵
に
つ
い
て
考
え
、
情
報
発
信
す
る

情
報
紙
の
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
募
集
し
て
い
る
人

　
良
い
面
も
悪
い
面
も
含
め
て
、
雪
に

対
し
て
思
い
の
あ
る
人
、
雪
国
の
文
化

を
研
究
し
て
み
た
い
人
、
情
報
紙
の
編

集
に
興
味
の
あ
る
人
。 

十
日
町
市
○ま
る
マ
ル○

ネ
�
ト

十
日
町
市
棚
田
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

み
ん
な
の
芸
術
祭
・

地
域
お
も
て
な
し
事
業

雪
の
国
の
お
は
な
し

　
21
年
度
か
ら
始
ま
�
て
い
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
。モ
デ
ル
事
業
は
、

協
働
を
広
く
理
解
す
る
た
め
の
見
本
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
協
働
」
は
堅
苦

し
い
こ
と
で
は
な
く
、
多
く
の
参
加
者
が
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
い
�
し
�
に
や
り
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
６
９
３

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
㉔

や
り
た
い
な
ぁ

　

楽
し
み
た
い
な
ぁ
と
い
う
人

　
　
　
　
　

こ
の
指
と
～
ま
れ
！

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　モ
デ
ル
事
業
参
加
者
を

　
　
　
　
　募
集
し
ま
す

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　モ
デ
ル
事
業
参
加
者
を

　
　
　
　
　募
集
し
ま
す

■任　期：平成23年３月末まで　※報酬はありません　

■締切り：５月21日㈮（必着）

■申込先：〒948-8501　十日町市千歳町３- ３　

　　　　　企画政策課協働推進係

　　　　　☎757-3693　FAX752-4635　

　　　　　e-mail：t-kikaku@city.tokamachi.lg.jp

協働のまちづくりモデル事業参加者募集要項

協働のまちづくり情報紙を発行しました

●協働のまちづくりモデル事業

　21年度に実施したモデル事業の

実績に基づいて、継続・発展させる

ものを実施していきます。

●市民活動支援組織の検討

　市民活動を進めるうえで、中間的

な支援をする組織のあり方を、その

必要性も含めて、市民活動団体や

NPOの皆さんの参加のもとに検討

します。

●市職員が考える協働のまちづくり

　事業

　市の事務事業のうち、市民・地域・

企業などと行政が協働した方がいい

ものを選定し、できるものから実施

していきます。

十日町市流「協働のまちづくり」
平成22年度の取り組み

モデル
事業名

十日町市○
まる

○
マル

ネット
十日町市

棚田プロジェクト
みんなの芸術祭・

地域おもてなし事業
雪の国のおはなし

応募要件
何らかの市民活動グ
ループに所属してい
る人

市内の「やま田・棚
田」の保全について
興味のある人、何か
してみたい人

市内への観光客や来
訪者へ実際におもて
なしをしている人、
行う予定の人

雪に対して思いのあ
る人、雪国文化を学
びたい人

応募方法
参加希望のモデル事業名、住所、氏名、年齢、電話番号、（メールアドレス）と次の内容
を明記のうえ、直接持参または郵送、FAX、電子メールで提出してください。

記入事項
所属している市民活
動グループ名及び活
動内容

市内の「やま田・棚
田」の保全について
思うこと

実施している（また
は実施予定）のおも
てなし内容

雪に対しての思い、
または雪国のことで
学びたいこと

※応募の際に提出した個人情報は、協働のまちづくり事業以外には使用しません
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有利な市の融資制度を ご利用ください有利な市の融資制度を ご利用ください有利な市の融資制度を ご利用ください ※貸付利率は、
　年度途中で変
　更する場合が
　あります。

資　　金　　名 資 金 使 途 貸　　　　付　　　　対　　　　象

企 業 設 置 資 金
用 地 取 得 造 成、
建設・機械設備など

市企業設置奨励条例により「奨励企業」の指定を受けた企業

※設備投資額・新規雇用人数などの要件あり

新 規 創 業 支 援 資 金 運 転 ・ 設 備
市内で創業する具体的な計画を有する個人及び企業（創業後５年を

経過していないもの）。ただし、市税などを完納している個人・法人

新 事 業・ 新 技 術 等
開 発 支 援 資 金

運 転 ・ 設 備
引き続き同一事業を６か月以上営む中小企業（企業グループ及び組

合など含む）。ただし、市税などを完納している個人・法人

中 小 企 業 振 興 資 金 運 転 ・ 設 備
市内に工場または店舗などを有し、かつ同一事業を６か月以上営む

中小企業者（製造業・建設業・運輸通信業・卸売業・サービス業・

小売業など）。ただし、市税などを完納している個人・法人

地 方 産 業 育 成 資 金 運 転 ・ 設 備
市内に住所または事業所を有し、かつ同一事業を１年以上営む中小

企業者（鉱業・建設業・製造業・卸売業・小売業・飲食業・運輸通信業・

サービス業など）。ただし、市税などを完納している個人・法人

小 売 商 業 近 代 化 資 金
店 舗 新 築・増 築・
改築・改装・設備

市内に住所及び店舗を有し、引き続き同一事業を１年以上営む小売

商業者。ただし、市税などを完納している個人・法人

経 済 景 気 対 策 特 別 資 金 運 転

市内に事業所を有し、引き続き同一事業を３年以上営み、市税など

を完納している中小企業者で、不況の影響により直近３か月の売上

（生産）高などが前年または前々年の同期と比較して３%以上減少

し、経営に支障をきたしている個人・法人

勤 労 者 住 宅 建 設 資 金
住 宅 新 築
改 築 ・ 購 入

市内に自ら居住するための住宅を新築・改築・購入しようとする勤

労者。ただし、市税などを完納している者

排 水 設 備 等 設 置 資 金
排 水 設 備 な ど の
設 置

処理地区内における建築物の所有者または占有者で排水設備などの

設置工事を行う者。ただし、下水道受益者負担金、市税などの完納者

克 雪 住 宅 づ く り 資 金
融雪式・耐雪式・
落 雪 式 住 宅 の 新
築・改 築・改 良

個人または法人（従業員30人未満）で市税などを完納している者、

かつ貸付金の償還が取扱金融機関の定める条件に適合する者

十日町駅西土地区画整理
事業宅地規模適正化資金

付 換 地 購 入
市土地区画整理事業の地権者で、十日町駅西土地区画整理事業付換

地取扱要領の規定に基づく付換地を購入しようとする個人または法

人。ただし、市税などの完納者、貸付金の償還能力などを有する者

地 域 集 会 施 設 建 設 資 金
地域集会施設新改築・
購 入・土 地 購 入

集会の場としての施設の新築、新築に準ずる改築・購入、または集

会施設の用に供する土地を購入する者

駐 車 場 設 置 資 金 駐 車 場 設 置
市長の定める区域内に自動車５台以上の収容能力を有する駐車場を

新たに設置する者で、市内在住の個人または法人など

診 療 所 施 設 整 備 資 金
施設・医療機器購
入設置、用地購入

診療所の施設・設備・用地取得。ただし、十日町市中魚沼郡医師会

の会員で、会の承認を得た者

貸 付 限 度 額 貸 付 利 率 期　間 取 扱 金 融 機 関 問 合 せ

１億5,000万円
（市長特認２億円）

1.80%
11年以内

（据置１年含）

第四・北越・大光・県信用
組合・上越信用金庫・十日
町農協 産業振興課

☎757-3139

2,000万円
信用保証付 2.00%
信用保証無 2.50%

運転資金
５年以内
設備資金
７年以内

2,000万円
信用保証付 2.10%
信用保証無 2.60%

10年以内

1,000万円
信用保証付 1.95%
信用保証無 2.45%

5年以内

1,000万円

責任共有制度対象外
信用保証付   1.95％
責任共有制度対象
信用保証付   2.15％
信用保証無   2.45％

運転資金
５年以内
設備資金
７年以内

3,000万円
信用保証付 1.95%
信用保証無 2.45% 

10年以内

1,000万円
信用保証付 1.80%
信用保証無 2.30%

７年以内

500万円
一 般 貸 付 2.30% 10年以内

労　働　金　庫
担 保 貸 付 2.20% 20年以内

100万円 2.20% ５年以内

第四・北越・大光・県信用
組合・上越信用金庫・十日
町農協・労働金庫

上下水道局
☎757-3115

融雪式・耐雪式 600万円
2.00% 15年以内

都市計画課建築住宅係
☎757-9935落雪式 400万円

500万円 2.40% 10年以内
都市計画課区画整理係

☎757-3150

総事業費から、自己資
金・補助金・寄附金な
どを差し引いた額

2.40% 10年以内

第四・北越・大光・県信用
組合・上越信用金庫・十日
町農協

企画政策課協働推進係
☎757-3693

営業用など１億円
そのほか1,000万円

2.40% ５〜10年
市民生活課交通政策係

☎757-3740

１億円 2.40% 10年以内
地域中核病院
建設推進室
☎757-3187

※詳細については、取扱金融機関または市役所担当課まで問い合わせてください。
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「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す

成人講座 参加者募集！

森
林
整
備
を
し
ま
せ
ん
か

　
地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
間

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、「
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」（
間
伐
等
促
進
法
）
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
間
伐
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
市
に
は
約
３
万
２
、
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
民
有
林
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
９
、

０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
杉
な
ど
の
人
工
林
で
す
。
し
か
し
、
過
疎
化
や
高
齢
化
に
伴

い
、
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
国
・

県
の
補
助
制
度
や
市
独
自
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
、
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
森
林
を
守
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

◇
補
助
対
象

　
面
積
が
０
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

森
林
で
の
除
間
伐
や
枝
打
ち
（
林
齢
制

限
あ
り
）

◇
補
助
額

　
事
業
費
か
ら
国
・
県
補
助
金
を
差
し

引
い
た
額
の
２
分
の
１
を
市
が
補
助
し

ま
す
。

◇
補
助
対
象

　
集
落
の
共
同
作
業
で
行
う
、
集
落
共

有
林
の
下
草
刈
り
・
除
間
伐
・
枝
打
ち

◇
補
助
額

　
人
夫
賃
金
１
人
１
日
当
た
り
７
、
２

０
０
円
の
２
分
の
１
（
上
限
は
１
集
落

10
万
円
※
21
〜
25
年
度
の
累
計
額
）

■
森
林
整
備
推
進
事
業
（
継
続
）

■
集
落
共
有
林
整
備
支
援
事
業
（
継
続
）

■
間
伐
材
利
用
促
進
支
援
事
業
（
継
続
）

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
間
伐
は
、「
切

り
捨
て
間
伐
」
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
間

伐
さ
れ
た
杉
は
２
〜
４
ｍ
程
度
に
切
断

さ
れ
、
林
内
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
購
入
を
条
件
に
間
伐
材
の

運
搬
費
を
支
援
し
ま
す
。
最
近
は
間
伐

材
を
ま
き
な
ど
に
利
用
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
間
伐
材
の
購
入
を
希
望

す
る
人
は
ぜ
ひ
申
し
込
み
ま
せ
ん
か
。

◇
申
込
み
期
限
　
５
月
14
日
㈮

※
運
搬
は
夏
と
秋
の
２
回
を
予
定
し
て

　
い
ま
す

※
間
伐
の
実
施
状
況
な
ど
に
よ
り
希
望

　
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
合
せ
　
農
林
課
林
政
農
災
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７
―
９
９
１
７

■
会
場
・
問
合
せ
　
情
報
館
　
　
　
　

　
☎
７
５
０
―
５
１
０
０

◆申込み：５月12日㈬までに、申込書に参加費を添えて中央公民館へ

　　　　　（申込書はホームページでも入手できます）

※申込みの少ないコースは中止することがあります

※下表参加費のほか、テキストや教材費が別途必要です

コース 内　　　容（講　師） 日　時 開講日（回数） 定員 参加費

洋　画
えんぴつ・木炭デッサンから水彩画・油絵ま
で、目標は市展出品です。（小林順二さん）

第１・３木曜日
午後７時〜９時

５月20日㈭
（通年20回）

20人 4,000円

焼き物
世界に一つのマイカップやおちょこを作りま
せんか。陶芸の基礎からろくろ引き、窯たき
まで。（高野秋規さん）

毎週火曜日
午後７時〜９時

５月25日㈫
（10月まで20回）

20人 4,000円

彫　刻
彫刻の基礎から学びます。雪まつりでの雪像
づくりにも生かせます。（村山裕之さん）

第２・４水曜日
午後７時〜９時

５月26日㈬
（12月まで14回）

15人 4,000円

Excel
スペシャリスト

養成

世界共通資格「Microsoftアプリケーションス
ペシャリスト」合格を目指します。表作成が
できる人が対象です。（山内直道さん）

毎週金曜日
午後７時〜９時

５月21日㈮
（７月23日㈮まで10回）

15人 8,000円

茶　道
（自主講座）

宗徧流茶道の基礎をとおして、日常の作法や
和の心を学びます。（古澤芳子さん）

第１・３水曜日
午後７時〜９時

５月19日㈬
（通年20回）

15人 5,000円

野の花・山の花
（自主講座）

焼かずに固まる樹脂粘土を使って、季節感あ
ふれる野山の花などを作ります。（阿部ムツ
子さん）

第２・４火曜日
午後７時〜９時

５月25日㈫
（12月まで15回）

20人 5,000円

黙っていてもときは進む…時間を活用しませんか

日　時 テーマ 講　師

５月11日㈫ はじめまして！出会いを楽しく 根津　明子さん

６月１日㈫ 自然とのふれあい 根津　明子さん

７月６日㈫ 乳幼児の食事について 江口由起子さん

８月３日㈫ 絵本との出会い 富井　朝子さん

９月７日㈫ 親子のコミュニケーション 根津　明子さん

10月５日㈫ 親子のスキンシップを大切に 根津　明子さん

11月９日㈫ 童謡を歌いましょう 根津　明子さん

12月７日㈫ 親子で楽しくリズム遊び 吉原久美子さん

３月１日㈫ 子育てをもっと楽しく 根津明子さんほか

すこやかランド 参加者募集！
●期　間：５月11日㈫〜23年３月１日㈫

●時　間：午前10時〜11時

●対　象：４か月以上１歳未満の乳児を持

つ初めての保護者（乳児の世話はボラン

ティアがお手伝いします）

●参加費：無料

●定　員：約20人

●申込み：随時受け付けて

　いますので、電話または

　FAXで中央公民館へ

　（申込書はホームページ

　でも入手できます）

遊びをとおして親子の関わり方を学びましょう

■会場・申込み・問合せ　中央公民館　☎757-5011　FAX757-5010

　「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
た
４
月
23
日

㈮
の
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
か
ら
５
月

12
日
㈬
ま
で
は
、
第
52
回
「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
で
す
。

　
情
報
館
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
読
書

を
勧
め
る
た
め
の
特
別
企
画
を
い
く
つ

か
用
意
し
ま
し
た
。
今
年
は
国
民
読
書

年
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」
を
き
っ
か
け
に
、

お
子
さ
ん
と
読
書
に
親
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

①
「
お
は
な
し 

ぴ
よ
ぴ
よ
」

　
こ
ど
も
の
読
書
週
間
ス
ペ
シ
ャ
ル

■
日
時

　
５
月
８
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

■
対
象

　
小
学
生

■
内
容

　
い
つ
も
は
乳
幼
児
を
対
象
に
行
っ
て

い
る
読
み
聞
か
せ
の
会
「
お
は
な
し 

ぴ
よ
ぴ
よ
」
を
小
学
生
を
対
象
に
し
て

行
い
ま
す
。
楽
し
い
お
話
の
世
界
を
ぜ

ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

②
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー

　「
親
子
で
読
み
た
い
絵
本
」

■
期
間

　
４
月
23
日
㈮
〜
５
月
12
日
㈬

■
内
容

　
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
親
し
ん
だ

絵
本
や
読
み
聞
か
せ
の
参
考
と
な
る
本

の
展
示
・
貸
出
を
行
い
ま
す
。
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
だ
っ
た
こ
ろ
、

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
読
ん
だ
絵
本
を
、

お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
読
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

③
「
答
え
を
探
そ
う
！
○
×
ク
イ
ズ
」

■
期
間

　
４
月
23
日
㈮
〜
５
月
12
日
㈬

■
内
容

　
出
題
さ
れ
た
ク
イ
ズ
の
答
え
を
情
報

館
で
用
意
し
た
絵
本
の
内
容
か
ら
探
し

出
し
、
○
×
形
式
で
答
え
て
も
ら
い
ま

す
。
参
加
者
に
は
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　
普
段
の
読
み
聞
か
せ
の
会
も
い
つ
も

ど
お
り
開
催
し
ま
す
。ガ
イ
ド
欄
の「
ち

び
っ
こ
ひ
ろ
ば
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す

〜
た
ん
け
ん
し
た
い
な
　
本
の
森
〜

※12月７日はなかよしランドと合同です
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地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
　

 
給
付
支
援
を
継
続
し
ま
す

地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
　

 
給
付
支
援
を
継
続
し
ま
す

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
７
５
７
―
３
７
８
２

ま
た
は
各
支
所
市
民
課
福
祉
・
介
護
係

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
移
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
世
帯
へ
、
平
成
22
年
度
も
支
援
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■
支
援
の
対
象
は
？

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
り
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
が
全
額
免
除
さ
れ
て
い

る
世
帯
で
す
。

・
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
公
的
扶
助
を

　
受
け
て
い
る
世
帯

・
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世

　
帯
全
員
が
市
税
の
非
課
税
の
措
置
を

　
受
け
て
い
る
世
帯

・
社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
者
で
、
自

　
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で
い
る
世
帯

※
既
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
し

　
て
い
る
世
帯
は
対
象
外
で
す

■
支
援
の
内
容
は
？

①
簡
易
な
地
デ
ジ
対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー
１

　
台
の
無
償
給
付
（
テ
レ
ビ
は
給
付
し

　
ま
せ
ん
）

②
①
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
み
で
受
信
で
き

　
な
い
場
合
は
、
屋
外
ア
ン
テ
ナ
な
ど

　
の
無
償
改
修

③
共
同
受
信
施
設
の
改
修
負
担
金
が
必

　
要
に
な
る
場
合
は
、
そ
の
必
要
最
低

　
限
の
初
期
費
用
を
負
担
（
月
々
の
料

　
金
は
負
担
し
ま
せ
ん
）

※
自
分
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
ア

　
ン
テ
ナ
な
ど
の
清
算
は
で
き
ま
せ
ん

※
改
修
負
担
金
の
支
援
に
は
、
見
積
書

　
や
請
求
書
な
ど
の
工
事
関
係
書
類
が

　
必
要
で
す

■
申
込
み
方
法

▼
平
成
22
年
4
月
末
の
時
点
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
さ
れ
て
い

る
世
帯

：

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
５
月
下
旬
を
め

ど
に
「
放
送
料
全
額
免
除
証
明
書
」
と

「
支
援
の
申
込
書
一
式
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
右
記
以
外
で
支
援
の
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
世
帯

：

福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
ま
た
は
各
支
所
市
民
課
福
祉
・
介
護

係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
う

え
、
申
込
み
の
案
内
を
し
ま
す

■
申
込
み
期
限

７
月
２
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

■
問
合
せ

　
申
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
送
付

さ
れ
た「
放
送
料
全
額
免
除
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
済
ん
で
い

な
い
人
や
放
送
料
全
額
免
除
証
明
書

が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
で
き

る
限
り
早
く
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

地上デジタル放送受信の

　　　支援・申込みについて

　総務省地デジチューナー支援実施センター

　　☎0570-033840　FAX044-966-8719

NHK放送受信契約や免除について

　NHK視聴者コールセンター

　　☎0570-000588　FAX044-888-4340

◆詳しい問合せは…

2010 きものの街のキルトコンテスト作品を募集します！
◆受付期間：７月20日㈫〜30日㈮（必着）

◆部　　門：「和布部門」「フリー部門」

◆作品テーマ：「街」「想い」「ふれあい」「出逢い」

◆応募資格：特になし　※個人・グループとも可

◆応募規定：「和」の布を半分以上使用している未発表の作品

　　　　　　（和布部門）※「フリー部門」は制限なし

◆参 加 費：作品１点につき2,000円（保険料など）

◆作品送付・問合せ

　〒948-0082　十日町市本町２　本町分庁舎内　市観光協会

　「きものの街のキルト展実行委員会事務局」　☎757-3345

イ
タ
リ
ア
北
部
に
位
置
す
る
コ
モ
市

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
屈
指
の
伝
統
あ
る
リ

ゾ
ー
ト
地
。
絹
製
品
の
産
地
と
し
て
も

名
高
く
、
十
日
町
市
と
は
絹
織
物
を
仲

立
ち
に
し
て
、
昭
和
50
年
2
月
27
日
に

姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
び
ま
し
た
。
以

来
5
年
ご
と
に
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、

使
節
団
の
相
互
訪
問
や
留
学
生
の
相
互

派
遣
、
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流

協
会
と
コ
モ
市
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス

カ
協
会
と
の
文
化
交
流
、
川
治
小
学
校

と
フ
ァ
ビ
オ
・
フ
ィ
ル
ツ
ィ
小
学
校
の

姉
妹
校
提
携
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

交
流
、
平
和
の
使
節
団
の
受
け
入
れ
、

青
少
年
交
換
留
学
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
で
友
情
を
は
ぐ
く
ん
で
き
ま

し
た
。

提
携
35
周
年
を
迎
え
た
今
年
は
、
11

月
に
十
日
町
市
か
ら
コ
モ
市
を
訪
問
す

る
使
節
団
を
募
集
し
、
コ
モ
市
で
の
公

式
記
念
式
典
に
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、

２
０
０
２
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
、
十
日
町
市
で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を

行
っ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
の
母

国
を
巡
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
、
コ

モ
市
の
人
々
と
文
化
に
ふ
れ
あ
い
、
さ

ら
な
る
友
好
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

公
式
使
節
団
募
集

十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
記
念
事
業

広
げ
よ
う
友
好
の
翼

姉妹都市提携35周年記念使節団日程

姉妹都市交流協会公式コース　コモ４泊６日
日　程：11月４日㈭〜９日㈫
コース：東京〜ミラノ〜コモ〜ミラノ〜東京
料　金：218,000円

A

コモとリビエラ海沿岸周遊・南仏ハイライト
日　程：11月４日㈭〜12日㈮
コース：東京〜ミラノ〜コモ〜ジェノバ〜ニース〜エクサンプロバンス〜アビニヨン〜
　　　　パリ〜東京
料　金：298,000円

B

コモとアドリア海沿岸周遊・クロアチアハイライト
日　程：11月４日㈭〜13日㈯
コース：東京〜ミラノ〜コモ〜ベネチア〜リエカ〜プリトビチェ〜トロギール〜
　　　　スプリット〜ドブロブニク〜ザグレブ〜東京
料　金：368,000円

C

●申込み・問合せ：ラポートトラベルセンター　☎757-5125

　　　　　　　　　JTB関東　長岡支店　　　　　☎0258-35-3315

提携30周年記念 コモ市使節団に園児から花束を贈呈

平和の使節団を熱烈歓迎

問
合
せ

：

企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
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上下水道工事の
お 知 ら せ

　平成７年７月９日、旧中里村ショッピングセン

ターユーモールの一角に、郡市内初のプラネタリウ

ム施設が誕生しました。施設の愛称は村民からの公

募で決まった「ドーム中里き☆ら●ら」。旧中里村が

当時のふるさと創生基金を活用し、子どもたちの

夢をかなえた施設でした。開館から今年で満15年。

これまで一般投影・団体投影・学習投影を合わせ、

延べ18,000人の皆さんを迎えています。

　運営は生涯学習に携わる行政職員とそのOB、ユー

モール職員、市内在住の星空大好き人間など多様な

総勢11人。そのスタッフが理科教育センターの協

力を得ながらボランティアで行うという、まさに「協

働」スタイルを今でも貫いています。

　きららは直径6.5ｍのドームと5.7等星までの星を

映し出せる機械、そして30人ほどを収容できるベ

ンチ型いすで構成されています。特色は２つ。一つ

は毎月違う番組を投影していること、もう一つは

二十四節気を紹介するフレーズで番組がスタートす

ることです。これは、行政が運営するこの規模のプ

ラネタリウムでは、おそらく全国的にもほとんど例

がありません。番組はスタッフによる手作りが中心。

新作ものとリメイクされて投影されるものが半々く

らいの割合で、旬な話題を番組に生かすよう心がけ

ています。

　今回から12回に

わたり、プラネタリ

ウム情報や星空の話

題をお伝えします。

【５月の番組情報】
☆５月の星空

☆DVD投影「きぼうのその先へ、〜未来への扉

〜野口宇宙飛行士ISS長期滞在」（JAXA制作）

投影日：５月２日㈰・９日㈰・16日㈰・23日㈰

投影時間：午前11時〜（約40分間）

…プ…
ラ…ネ…タ…リ…ウ…ム…

　サッカー日本女子代表（なでしこジャパン）

とU-20が市内で強化練習を行います。日本女

子サッカー界のトッププレーヤーの練習を間近

で見ませんか。市民の皆さんの応援をお願いし

ます。

■滞在期日：５月９日㈰〜15日㈯

■会場：当間多目的グラウンド

　　　　（クロアチアピッチ）

※歓迎セレモニーを９日㈰午前10時15分から

当間多目的グラウンド内で開催します

※サッカースクールを９日㈰午前９時15分か

ら１時間程度予定しています

※キャンプ期間中のボランティアスタッフを募

集します。詳しくは問い合わせてください

■問合せ：スポーツ振興課　☎752-4377

　なでしこジャパン（日本女子代表）対メキシ

コ女子代表試合の応援ツアーを開催します。

■日時：５月11日㈫　午後７時　キックオフ

■会場：新潟東北電力ビッグスワンスタジアム

■参加費：１人1,000円

　　　　　（バス、観戦チケット、保険含む）

■定員：先着30人

■行程：午後４時　キナーレ駐車場発

　　　　（午後11時　キナーレ駐車場着）

■申込み・問合せ：

　　　　クロアチアピッチ活用事業実行委員会

　　　　（スポーツ振興課内）

　　　　☎752-4377

なでしこジャパン
十日町市キャンプ

AFC女子アジアカップ2010中国
壮行試合応援ツアー

　本年度、市内各所で予定されている工事か所

のうち、主要な幹線道路についてお知らせしま

す。施工の際は、交通規制・騒音などでご不便

をおかけしますが、ご協力をお願いします。

※地図に表示した場所

以外でも、工事を予

定しています

※工事期間など詳しく

は問い合わせてくだ

さい。

■問合せ

上下水道局下水道建設係・水道建設係

☎757-3115

妻有
ショッピング
センター

下水処理
センター

十日町橋

信  濃  川

妻有大橋

国道253号
 松代方面

L=110m

L=710m
片側交互通行

L=150m
片側交互通行

小千谷十日
町津南線

国
道
25
3号
線

染色団地

L=550m
終日片側交互通行

国道117号

JR飯山線

国道252号

中条病院

　市報４月10日号でお知らせしましたが、本年度

から市民団体が鉄道利用をする場合、運賃の一部を

助成します。次のような事例が該当しますので、助

成を希望する団体は申請してください。

【事例】

（20人以上で市内駅からの利用など、いずれも要件

を満たした場合で）

①町内会の親ぼく活動として、鉄道で行楽に出か

ける場合

②学校のＰＴＡ活動（保護者・児童など）で、鉄

道を利用してレクリエーションなど行う場合

③同級会の定例行事として、遠方へ親ぼく旅行す

る場合

※助成の対象は、利用者（市民団体）が支払う運

賃・料金で、補助率は50%、上限は１件当たり

５万円です。なお、本年度は５月15日㈯以降

の鉄道利用が助成対象で、申請受付は４月26

日㈪から行います

●申請・問合わせ　

　企画政策課企画政策係　☎757-3193

鉄道の団体利用の運賃を
一部助成します

古文書に親しむ
　市内の史料をテキストにして、郷土の歴史を学

びます。初心者歓迎です。

★入門コース：文字の解読を基礎から学びます。

★中級コース：基礎が身に付いている人向けです。

●日時

　入門：６月５日㈯（初回）〜３月の毎月隔週　

　土曜日　午前９時30分〜11時30分

　中級：６月２日㈬（初回）〜３月の毎月隔週　

　水曜日　午後１時30分〜３時30分

　　　　※詳細な日程表は初回に配布します

●会場：博物館　　●定員：各コース先着20人

●受講料：2,500円（テキスト代）

●講師：丸山克巳さん（博物館友の会）

●申込み：５月16日㈰までに、申込書（博物館・

　　　　各地区公民館に配置）に受講料を添え

　　　　て博物館へ

●問合せ：博物館　☎757-5531

平成22年度古文書講座

★問合せ　中里公民館　☎ 763-2493
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希
望
を
胸
に
入
学
式

　
小
・
中
学
校
で
28
人
の
新
入
生

坂口安吾まつり
in松之山

式
典
で
は
丸
山
校
長
か
ら
、「
６
年
間

で
大
き
く
伸
び
る
の
は
、
背
の
高
さ
や

体
重
の
重
さ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

優
し
く
強
い
心
も
、
勉
強
す
る
力
も
、

生
活
す
る
力
も
、
力
を
合
わ
せ
て
仕
事

を
や
り
ぬ
く
力
も
、
た
く
さ
ん
、
た
く

さ
ん
大
き
く
成
長
し
ま
す
。
心
も
身
体

も
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
６
年
生
か
ら
、「
二
人
が
入
学

し
て
く
る
の
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
ら
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

か
ら
い
っ
し
ょ
に
た
く
さ
ん
勉
強
し
た

り
、た
く
さ
ん
遊
ん
だ
り
し
ま
し
ょ
う
。

浦
田
小
学
校
は
と
て
も
楽
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
い
こ
と
を
た
く

さ
ん
し
ま
し
ょ
う
」
と
優
し
い
言
葉
が

か
け
ら
れ
る
と
、
緊
張
し
て
い
た
二
人

の
表
情
も
笑
顔
に
変
わ
り
、
希
望
を
胸

に
小
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

ま
し
た
。

　
４
月
７
日
㈬
、
松
之
山
地
域
の
小
・

中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
合
わ
せ

て
28
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　
浦
田
小
学
校
（
丸
山
睦
子
校
長
）
で

は
、
大
き
な
拍
手
の
中
、
双
子
の
新
１

年
生
が
６
年
生
に
手
を
引
か
れ
な
が
ら

元
気
に
入
場
。
担
任
の
先
生
か
ら
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
昨
年
度
は

新
入
生
が
な
く
、入
学
式
は
２
年
ぶ
り
。

　第54回松之山探鳥会が美人林周辺で開催され

ます。参加費は無料で当日参加もできます（小雨

決行）。早起きをして、美しい野鳥たちに出会っ

てみませんか。

■野鳥集会
　日　時：５月29日㈯　午後７時〜９時

　会　場：松之山温泉センター鷹の湯

　内　容：講演「新潟県におけるブッポウソウの

　　　　　繁殖状況」と発表会（予定）

■探鳥会
　日　時：５月30日㈰ 午前４時30分〜７時30分

　集　合：「森の学校」キョロロ駐車場

　探鳥地：美人林・須山・松口地内探鳥コース

■申込み・問合せ
　松之山支所

　地域振興課

　☎596-3134

松之山探鳥会に参加しょう！

◎プログラム

　午後２時〜　安吾作品の朗読

　　作　品：｢風と光と二十の私と｣後半部

　　読み手：松之山朗読会

　午後３時10分〜　トーク･スライドショー

　　テーマ：安吾のいる風景 その後

　　講　師：坂口綱男(坂口安吾の長男･写真家)

　午後５時〜　弾き語り

　　演　目：「黒谷村」　 語り手：古屋和子

◎問合せ：松之山商工会　☎596-2174

坂口安吾まつり
in松之山

日　時：５月８日㈯　午後２時〜６時

会　場：大棟山美術博物館　※開催中入場料無料

　
平
成
20
年
12
月
に
立
ち
上
げ
た
『
か

わ
に
し
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
支
え
あ
い
組
織
設

立
準
備
委
員
会
』
が
、
今
年
の
３
月
１

日
、『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
ほ
え
み
』（
丸
山

進
理
事
長
）
と
し
て
県
の
認
証
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
組
織
は
、�
地
域
支
え

あ
い
�
を
理
念
と
し
て
地
域
福
祉
活
動

の
連
携
と
協
働
の
促
進
を
目
指
し
、
地

域
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、

安
全
・
安
心
で
い
つ
ま
で
も
快
適
に
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
住
民
自
ら
が

参
画
し
、
創
り
出
し
て
い
く
組
織
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
会
員
は
約
５
０
０
人
で
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て
、
家
事
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
支
援
事
業
を
中

心
と
し
た
活
動
を
展
開
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
い
く
つ
か
の
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
４
月
12
日
㈪
か
ら

は
、
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

事
業
（
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
の
活
動
支
援
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

初
日
に
は
開
所
式
が
行
わ
れ
、
丸
山
理

事
長
や
関
係
者
が
出
席
。
そ
の
後
の
第

１
回
通
所
事
業
で
は
、
自
己
紹
介
を
交

え
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
一
日

が
終
了
し
ま
し
た
。
利
用
し
た
人
は
、

「
今
ま
で
、
家
に
一
人
で
引
き
こ
も
り

が
ち
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
、
体
を
動
か
し
た
り
し

て
、
気
持
ち
を
明
る
く
し
て
元
気
で
毎

日
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う

し
た
場
所
が
あ
る
こ
と
は
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
事
業
ス
タ

ッ
フ
か
ら
は
、「
喜
ん
で
も
ら
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
利
用
す
る
側
に

立
っ
た
気
持
ち
で
や
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
支
え
る
人
、
支
え
ら
れ
る
人
が
互
い

に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
、『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
ほ
え
み
』
は
活

動
を
行
い
ま
す
。

♦
問
合
せ

：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
ほ
え
み

　
☎
７
６
１

｜

７
７
４
４

＂
地
域
支
え
あ
い
＂
組
織
﹃
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
ほ
え
み
﹄

４
月
か
ら
活
動
開
始
！

“地域支えあい”始めました！

　４月５日㈪、川西支所で平成22年度

第１回川西地域協議会が開催されまし

た。今回の協議会では、川西地域振興計

画に掲げられた『支えあいプロジェクト

事業』実施申請や、川西地域振興基金活

用検討組織などについて審議されまし

た。

　川西地域協議会は傍聴することができ

ます。傍聴を希望する人は、今後の協議

会の開催予定などお知らせしますので、

担当まで連絡をお願いします。

◆問合せ　川西支所地域振興課

　　　　　自治振興係　☎768-4951

川西地域協議会のご案内

第１回協議会の様子

安全運転の励行を！
“事故のないまち”実現に向けて
　『春の全国交通安全運動』期間中の４

月13日㈫、川西地域の高齢者を対象に、

十日町自動車学校で高齢者安全運転講

習会が開催されました。この講習会は、

十日町警察署と十日町自動車学校の協

力を得て開催。十日町警察署矢尻交通

課長の交通安全講話や自動車学校指導

員からの実技、体験講習などが行われ、

参加した21人の皆さんは、ときに真剣

に、ときに楽しく、安全運転について

の講習を受けました。

シートベルトはすべての座席で、正しく着用しましょう
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スポーツ振興課　☎ 752-4377昭和の十日町

松之山中学校　生徒会総務
「１年生サポート週間」

街中ウォーク　目指せ世界一周40,000㎞

３月20日現在の歩行距離　5,752㎞

No.13

嫁入りの行列
　● 撮影時期：昭和31年４月

　● 撮影場所：本町２

だ
い
」
と
聞
く
と
、「
お
れ
だ

よ
〜
お
っ
か
�
に
お
き
く
�
」

と
、
地
の
底
か
ら
響
く
よ
う
な

不
気
味
な
久
造
ど
ん
の
声
。
母

子
は
恐
ろ
し
く
な
り
、
抱
き
合

っ
て
ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
え
て
い
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
毎
晩
下
駄
の
音
が

し
ま
す
。母
子
は
耐
え
き
れ
ず
、

ム
ラ
一
番
の
勇
者
・
新
左
衛
門

に
相
談
し
ま
し
た
。
ク
ワ
で
熊

を
追
い
払
う
ほ
ど
肝
の
す
わ
っ

た
新
左
衛
門
は
、「
よ
し
、
任

し
て
か
っ
し
ゃ
い
」
と
家
の
周

り
を
調
べ
ま
し
た
。
す
る
と
馬

屋
の
す
み
に
犬
が
出
入
り
で
き

る
ほ
ど
の
穴
が
開
い
て
い
ま
し

た
。「
は
は
あ
」
と
新
左
衛
門

は
う
な
ず
き
、
一
人
で
ジ
ロ
に

あ
た
っ
て
待
ち
ま
し
た
。

や
が
て
ろ
う
そ
く
の
炎
が
揺

れ
、
下
駄
の
音
が
カ
タ
コ
ト
と

近
づ
き
ま
し
た
。「
よ
し
」
と

新
左
衛
門
は
裏
口
か
ら
外
に
出

て
例
の
穴
を
大
石
で
ふ
さ
ぎ
、

金
棒
を
持
っ
て
ま
た
ジ
ロ
に
も

ど
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
ム
シ

ロ
の
向
こ
う
で
黒
い
け
も
の
が

下
駄
を
く
わ
え
て
敷
石
に
打
ち

付
け
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。

「
こ
の
や
ろ
！
」
と
新
左
衛
門

が
打
ち
付
け
る
と
、
け
も
の
は

「
キ
ャ
ッ
」
と
悲
鳴
を
上
げ
ま

し
た
が
、
穴
が
ふ
さ
が
っ
て
い

て
逃
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
新
左
衛

門
は
、
金
棒
で
押
さ
え
つ
け
て

縄
で
し
ば
り
、
柱
に
ゆ
わ
え
つ

け
ま
し
た
。
そ
れ
は
子
牛
ほ
ど

も
あ
る
大
ム
ジ
ナ
で
し
た
。

そ
の
後
、
新
左
衛
門
が
ム
ジ

ナ
の
皮
で
作
っ
た
長
靴
が
、
何

代
に
も
わ
た
り
冬
靴
と
し
て
使

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

〈
五
十
八
〉

今
か
ら
ず
〜
っ
と
昔
の
こ

と
。
安
養
寺
の
ム
ラ
に
、
久
造

ど
ん
夫
婦
と
娘
の
お
菊
が
仲
良

く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
お
菊
が
六
つ
の
秋
、
久
造

ど
ん
が
か
ぜ
を
こ
じ
ら
せ
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
野
辺

の
煙
を
見
な
が
ら
お
菊
は
、「
と

う
ち
ゃ
ん
、
ど
ご
へ
い
っ
た

ん
？
」と
母
に
聞
き
ま
す
。「
遠

い
め
い
土
と
い
う
ど
こ
だ
。
毎

年
盆
と
彼
岸
に
と
ま
り
に
来
ら

ん
だ
よ
」
と
母
は
言
い
聞
か
せ

供
養
を
続
け
ま
し
た
。

八
日
目
の
夜
の
こ
と
。
母
子

が
ジ
ロ
で
煮
も
の
を
し
て
い
る

と
、
仏
壇
の
ろ
う
そ
く
が
風
も

な
い
の
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
て

暗
く
な
り
ま
し
た
。
玄
関
の
戸

が
開
い
て
い
な
い
の
に
下
駄
の

音
が
カ
タ
コ
ト
と
近
づ
き
、
入

口
の
ム
シ
ロ
の
前
で
ピ
タ
ッ
と

止
ま
り
ま
し
た
。
母
が
「
だ
れ

「
し
く
じ
り
ム
ジ
ナ
」

  

　の
巻
　
　
　 

（
安
養
寺
）

　市では平成20年度に十日町市スポーツ振興計

画を策定し、市民がスポーツに関心や興味を持ち

スポーツや運動を楽しみながら健康を維持増進さ

せ、医療費のかからない健康な街づくりを目指し

ています。自分にできる運動の機会があったら積

極的に参加してください。

　市体育協会では各種競技スポーツ活動はもとよ

り、子どもからお年寄りまで、楽しみながら参加

できる活動を地区体協で取り組んでいます。この

ような地域に密着した活動をとおして市民の運

動・スポーツへの関心を高め、自ら進んで参加す

る気運の醸成と場の提供に努めていきます。

地域のスポーツ活動に積極的に
ご参加ください

　６集落450人の奴奈川地区で、子どもたちのス

ポーツ活動へのさまざまな支援や地区民の交流

と体力づくりのための活動を行っています。写

真は３月28日に開催した第25回雪上大運動会で

す。地区民の約半数の200人を超える皆さんが参

加し、楽しく体力づくりを行いました。

手足を伸ばそう　もうすぐ春だ！
松代地区奴奈川スポーツ振興会

　髪を高島田に結い、正装したお嫁さん

が生家を出ると、仲人夫婦・両親・親せ

き代表・送り女・ニソイといわれる人た

ちが行列を組んで婚家に向かいます。婿

方から来た人たちはもちろん、トリアゲ

バサが同道することもあり、道中には「嫁

見」の人たちが大勢出ていました。

●問合せ　情報館　☎750-5100

涌
井
香
澄
生
徒
会
長

─
─

こ
の
取
り
組
み

は
、
私
た
ち
が
入
学
し
た
と
き
に
少
し
心
細

い
思
い
を
し
た
経
験
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
会
総
務
だ
け
で
は
な
く
、
上
級
生

全
員
で
１
年
生
を
温
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
実
は
こ
の
取
り
組
み
、
１
年
生
に
内
緒

で
始
め
ま
し
た
。
４
月
中
旬
に
予
定
し
て
い

る
生
徒
会
入
会
式
で
種
明
か
し
す
る
予
定
で

す
。
親
切
な
先
輩
に
元
気
な
１
年
生
、
み
ん

な
が
居
心
地
が
良
い
と
感
じ
る
、
よ
り
良
い

松
中
に
な
れ
ば
成
功
で
す
ね
。

平
野
雄
介
先
生

─
─

先
輩
と
し
て
後
輩
に
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
行
動
す
る
生
徒
会

で
す
ね
。
周
り
の
み
ん
な
が
協
力
し
て
生
徒

会
全
体
の
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。
や
が
て

１
年
生
も
加
わ
り
、
全
校
生
徒
で
よ
り
良
い

学
校
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　この活動は、生徒会主体で展開している

「ハートウォーミングスクール（社会性育成

運動）」の取り組みの一つです。総務と６つ

の委員会が連携して、新入生が安心して中学

校生活をスタートできるように、校舎説明や

教務室入室の仕方、ノートの取り方などを分

かりやすく教えています。活動をとおして、

中学生としての自立と感謝する心のはぐくみ

を目指しています。

～山内写真館の世界～
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きものフェスタ2010

新分署の名前は『しぶみ分署』に決定！

　23年４月１日に松代・松之山両分遣所を統合して開
署される予定の十日町地域消防署新分署の名称が『しぶ
み分署』に決定しました。新分署の名称は昨年、両地域
の住民から募集。採用された名称に応募した小堺貞男さ
ん（松代）、佐藤茂子さん（木和田原）、関谷敏明さん（黒
倉）、涌井香澄さん（藤倉）の４人には、消防長から記
念品として特製め組半天が贈られました。『しぶみ分署』
は両地域を潤す渋海川を由来とし、ひらがなにすること
で広く親しまれるようにとの意味が込められています。

　十日町着物産地最大のイベント、十日町きものフェスタ2010
（十日町織物工業協同組合主催）が、４月12日㈪から17日㈯にか
けてクロス10で開催されました。振袖や訪問着、留袖などの６
部門に20社130点が出品。全国の卸業者などによる審査と一般来
場者によるユーザー審査が行われ、経済産業大臣賞には吉沢織物
㈱の「特選手描振袖 松竹梅」が、ユーザー賞グランプリには吉
沢織物㈱の「特選手描振袖 疋田吉祥文様」が選ばれました。期
間中は新作着物を一目見ようと、市内外から多くの人々が訪れま
した。また、歴史を飾った逸品展として、昭和30年代半ばの大
ヒット商品である「マジョリカお召」が特別展示されました。

　

４
月
９
日
㈮
、十
日
町
商
工
会
議
所
で
、

市
内
で
新
規
採
用
さ
れ
た
人
を
対
象
に
新

入
社
員
実
務
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
（
十
日
町
商

工
会
議
所
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
95
人
の
新
入
社
員
は
、
社
会
人

と
し
て
の
心
構
え
や
仕
事
の
効
率
的
な
進

め
方
、
身
だ
し
な
み
、
言
葉
遣
い
の
講
義

を
受
け
ま
し
た
。
実
践
編
で
は
電
話
応
対

の
方
法
や
正
し
い
名
刺
の
受
け
渡
し
方
を

演
習
し
、
会
社
の
即
戦
力
と
し
て
使
え
る

知
識
を
習
得
し
て
い
ま
し
た
。

会
社
の
即
戦
力
化
を
目
指
し
て

　代 表 者：代表取締役　小海　司
　所 在 地：十日町市千歳町1-4-26　十日町事業所
　連 絡 先：☎757-1301　URL：http://www.tme.co.jp/
　従業員数：18人
　事業内容：ハードウェア・ソフ

トウェア・デザイン開
発事業、研修事業

　採用計画：未定
　理念/方針：顧客・関係者の信頼

を得て人間性を追求
する

　　　　　　将来商品を提案する

　代 表 者：代表取締役　星名　藤一
　所 在 地：十日町市山野田268-2
　連 絡 先：☎761-1038
　　　　　　URL：http://www.cloverfour.co.jp/
　従業員数：グループ全体55人
　事業内容：青果物販売卸・ネ
　　　　　　ット販売、業務用
　　　　　　食材販売卸、ソフ
　　　　　　トウェア開発
　採用計画：若干名
　理念/方針：消費者第一主義・

思いやりの連帯

株式会社　ティーエムイー株式会社　クローバフォー

平成９年に創業。菌茸をベースに現在では全国30社の仕入先が自社ブラン

ドの青果物を生産（OEM）し、全国の量販店に販売しています。昨年10月

に立ち上げたネットショップ“美味爛漫どっとコム”（http://bimiranman.

com/）では地元食材を販売。赤ちゃんの出生体重と同じ重さのお米を贈答

する「赤ちゃん米」は好評です。将来は郷土料理の販売をして、おばあちゃ

んの味を守っていきたいとのことです。また、開発・生産・物流・販売とい

う一連の業務を総合的に見直し、プロセス全体の効率化を図るサプライチェ

ーン・マネジメント経営管理手法を導入。グループ企業だけでなく、仕入先

や卸売先にも常に正確な情報を流すことで、消費に見合った滑らかで連続的

な商品流通を実現し、グループ４社で年商40億円を売り上げます。新しい

商品は生産者と一から開発し、生産管理や商品確保を図ります。若い力で新

しい可能性に挑戦して、食のＳＰＦ型（製造小売）企業グループを目指し、

新規事業や市場への参入を図りながら、食の未来を守ります。

〜北海道から九州まで日本全国に仕入先があり、きのこを中心とした
青果物を生産販売しているグループ企業です。食料の未来を考え、
消費者第一主義で食の安心安全を追及します〜

〜電子応用商品の設計・製作からソフトウェア開発まで、ハード・ソフト・
デザインの融合技術で新しい可能性に挑戦するソフトウェア開発会社で
す。融雪コントローラなどのハード・制御ソフトを開発しています〜

創業は昭和52年。当時は半導体製造装置などのハードウェアの設計・

製造・メンテナンスをしていました。その後、大型コンピュータのソフト

開発をするようになり、現在ではソフトウェア開発事業が７割を占めるそ

うです。若い人の働く場をつくりたいと平成２年に十日町事業所を開設し

ました。本社は横浜市にあり、関東方面の顧客からの受注を十日町事業所

で設計開発しています。業務の主体は無線通信分野です。これからは自社

製品としての電子応用商品・パッケージソフトの開発に力を入れていきま

す。現在、市内の介護事業所と連携し、自社の強みである無線通信技術を使っ

て安価なシステムを開発し、介護現場の見守り体制を支援しています。地域へ

のIT技術の導入を若い英知で普及し、安全安心な生活環境に貢献します。

株式会社　クローバフォー

株式会社　ティーエムイー
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　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画政策課広報広聴係
（☎757─3112）へ、気軽にお寄せく
ださい。

tokamachi topics
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事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで
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手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課

程
で
す
。
●
日
時
＝
５
月
12
日
㈬

〜
12
月
15
日
㈬
の
毎
週
水
曜
日
午

後
７
時
30
分
〜
●
会
場
＝
中
央
公

民
館
●
受
講
料
＝
３
、
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
７
５
０
―
５
０
１
０
）

対
象
＝
管
内
在
住
・
在
勤
者
●
参

加
費
＝
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
定
員
＝
各
回
先
着
30
人
●
申
込

み
期
間
＝
各
回
と
も
、
開
催
日
の

１
〜
２
週
間
前
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
十
日
町
地
域
消
防
本
部
警
防

課
救
急
係
（
☎
７
５
７
―
１
５
５

８
）

　
商
店
街
が
ま
る
ご
と
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
に
！
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

も
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
５
月
15

日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●
会

場
＝
中
心
商
店
街
●
問
合
せ
＝

「
と
お
か
ま
ち
１
０
０
円
商
店
街
」

実
行
委
員
会
（
十
日
町
商
工
会
議

所
内
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

第
10
回
仙
田
山
菜
ま
つ
り

●
日
時
＝
５
月
16
日
㈰
午
前
９
時

〜
●
会
場
＝
大
厳
寺
高
原
●
参
加

費
＝
大
人
２
、
０
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
、
０
０
０
円
（
昼
食
・

入
浴
券
付
き
）
●
定
員
＝
先
着
50

人
※
要
予
約
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
市
観
光
協
会
松
之
山
支
部
（
☎

５
９
６
―
３
０
１
１
）

【
や
せ
る
教
室
】
食
事
と
運
動
の

勉
強
を
い
っ
し
ょ
に
し
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
５
月
20
日
㈭
〜
７

　
傷
病
者
の
救
命
率
を
上
げ
る
た

め
、
発
見
・
通
報
し
て
か
ら
救
急

隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
で
き

る
応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。
実
技

が
中
心
で
す
の
で
、
動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
●

日
時
＝
①
５
月
９
日
㈰
午
前
９
時

〜
正
午
②
５
月
19
日
㈬
午
後
６
時

30
分
〜
９
時
30
分
③
６
月
９
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分
④
６

月
19
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
⑤
７

月
９
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

30
分
⑥
７
月
19
日
㈷
午
前
９
時
〜

正
午
⑦
７
月
29
日
㈭
午
後
６
時
30

分
〜
９
時
30
分
●
会
場
＝
①
③

⑤

：

十
日
町
地
域
消
防
本
部
、
②

④
⑥

：

西
分
署
、
⑦

：

南
分
署
●

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
無
料
体
験
会

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
ス
キ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
の
よ
う

な
専
用
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
ス

ポ
ー
ツ
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に

始
め
ら
れ
ま
す
。
春
を
感
じ
な
が

ら
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
４
・
５
月
の
毎
週
土
曜

日
（
５
月
29
日
を
除
く
）
午
前
９

時
〜
11
時
30
分
※
雨
天
中
止
●
集

合
場
所
＝
吉
田
公
民
館
●
持
ち
物

＝
ポ
ー
ル
（
貸
出
あ
り
）、
飲
み

物
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
吉
田
公

民
館
（
☎
７
５
２
―
２
８
７
４
）

普
通
救
命
講
習
会

　
版
画
や
水
彩
、
油
絵
な
ど
40
点

を
展
示
し
ま
す
。
●
会
期
＝
５
月

１
日
㈯
〜
５
日
（
子
ど
も
の
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
●
入

場
料
＝
無
料
●
会
場
・
問
合
せ
＝

 

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ　

５
月
の
里
山
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

●参加費：大人1,000円、小・中・高生

　600円（入館料込み）※市内小・中学

　生は入館料無料のため参加費300円

●集合場所・問合せ：キョロロ  ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

１日㈯
　午前９時30分〜正午：チョウ調査（無料）

１日㈯〜５日㈷・９日㈰・23日㈰
　午後１時30分〜３時：里山の生き物探険

15日㈯　※松之山温泉「地炉」集合
　午後１時30分〜４時30分：花ごよみ調査（無料）

16日㈰
　午後１時30分〜３時：里山のめぐみ探険〈山菜〉

22日㈯
　午前４時30分〜７時30分：探鳥会（無料）

29日㈯
　午後７時〜９時：野鳥集会（無料）

30日㈰
　午前４時30分〜７時30分：第54回松之山探鳥会（無料）
　午後１時30分〜３時：田植え

重
野
桂
二
　
五
月
展

情
報
館
（
☎
７
５
０
―
５
１
０
０
）

山
菜
講
習
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か

手
話
教
室

キ
ナ
ー
レ

各
種
教
室
・
企
画
展
開
催
！

月
15
日
㈭
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
15
分
（
全
９
回
）

●
会
場
＝
明
石
の
湯
●
対
象
＝
成

人
男
女
●
参
加
費
＝
１
５
、
０
０

０
円
（
教
材
費
、
入
浴
付
き
）
●

定
員
＝
15
人
●
講
師
＝
関
口
陽
子

さ
ん
（
エ
リ
ア
Ｄ
Ｏ
21
）

【
手
描
書
き
友
禅
教
室
】
ハ
ン
カ

チ
な
ど
へ
の
手
描
き
友
禅
か
ら
本

格
的
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
染
め
帯
や
創

作
図
案
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
、

希
望
に
合
わ
せ
て
作
品
制
作
を
し

ま
す
。
●
日
時
＝
水
曜
日
（
休
館

日
）
以
外
の
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
（
受
付
は
３
時
ま
で
）
●
会
場

＝
キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館
●
受
講

料
＝
１
回
６
０
０
円
（
指
導
料
）

●
日
時
＝
５
月
４
日
（
み
ど
り
の

日
）
午
前
８
時
〜
●
内
容
＝
山
菜

採
り
体
験
（
４
月
30
日
㈮
ま
で
に

要
予
約
）、
屋
台
村
ほ
か
●
会
場
・

申
込
み
・
問
合
せ
＝
仙
田
体
験
交

流
館
キ
ラ
リ
（
☎
７
６
１
―
２
０

０
８
）

第
７
回
と
お
か
ま
ち

１
０
０
円
商
店
街

春
の
山
菜
料
理
教
室

〜
和
か
ら
エ
ス
ニ
ッ
ク
ま
で
〜

　
今
年
で
50
年
目
を
迎
え
た
服
部

社
中
の
記
念
展
で
す
。
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
５
月

２
日
㈰
・
３
日
（
憲
法
記
念
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
（
３

日
は
５
時
ま
で
）
●
会
場
＝
サ
ン

ク
ロ
ス
十
日
町
●
入
場
料
＝
無
料

●
問
合
せ
＝
服
部
（
☎
７
５
０
―

５
９
７
０
）

星
と
森
の
詩
美
術
館

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
〜

星
襄
一
展

　
木
版
画
家
・
星
襄
一
さ
ん
が
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
制
作

し
て
い
た
１
９
６
０
年
代
の
作
品

を
中
心
に
50
点
を
展
示
中
で
す
。

「
館
蔵
刀
剣
展
　
古
刀
・
新
刀
Ⅰ
」

も
同
時
開
催
。
●
会
期
＝
５
月
30

日
㈰
ま
で
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日
＝
毎
週
火
曜
日
・
５
月

６
日
㈭
※
５
月
４
日
（
み
ど
り
の

日
）
は
開
館
●
入
館
料
＝
一
般
５

０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

※
団
体
な
ど
割
引
あ
り
●
会
場
・

　
温
泉
や
お
し
ゃ
べ
り
で
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
介
護
の

ヒ
ン
ト
も
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
５
月
10
日
㈪
午
前

11
時
〜
午
後
２
時
●
会
場
＝
千
手

温
泉
千
年
の
湯
●
参
加
費
＝
無
料

※
入
館
料
、
昼
食
代
は
各
自
負
担

（
昼
食
は
売
店
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い
）
●
問
合
せ
＝
平
野
（
☎
７

６
８
―
２
９
０
８
）

　
山
菜
や
地
元
の
食
材
を
使
っ

て
、
中
華
や
洋
食
の
料
理
教
室
を

行
い
ま
す
。
い
つ
も
と
ひ
と
味
違

う
山
菜
料
理
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
５
月
３
日
（
憲
法

記
念
日
）
午
後
２
時
〜
●
参
加
費

＝
３
、
５
０
０
円
（
入
館
料
込
み
）

●
定
員
＝
先
着
30
人
●
講
師
＝
検

見
﨑
聡
美
さ
ん
（
料
理
研
究
家
・

管
理
栄
養
士
）
●
会
場
・
申
込
み
・

問
合
せ
＝
ま
つ
だ
い
農
舞
台
（
☎

５
９
５
―
６
６
８
８
）

【
５
月
体
験
教
室
】
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
内
容
や
バ
ス
利

用
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
●
期
間
＝
５
月
１
日
㈯

〜
28
日
㈮
●
受
講
料
＝
期
間
中
１

回
受
講
１
、
５
０
０
円
、
４
回
受

講
５
、
０
０
０
円
、
回
数
無
制
限

８
、
０
０
０
円

【
全
国
健
康
づ
く
り
見
聞
巡
遊
（
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
企
画
）】
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
期

※
作
品
に
よ
っ
て
材
料
費
、
加
工

代
な
ど
が
別
途
必
要

【
結
心
道
　
結
展
】
源
氏
物
語
の

世
界
を
帯
結
び
で
表
現
し
た
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
●
会
期
＝
４
月

25
日
㈰
〜
５
月
30
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
●
休
館
日
＝
毎
週
水

曜
日
・
５
月
６
日
㈭
※
５
月
５
日

（
こ
ど
も
の
日
）
は
開
館
●
会
場

＝
キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館
●
入

場
料
＝
大
人
３
０
０
円
、
中
学
生

１
０
０
円
、
小
学
生
以
下
無
料

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

　
自
分
で
育
て
た
収
穫
物
を
味
わ

う
喜
び
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
参
加
者
に
は
５
月
上
旬
に
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
日
程
＝

①
５
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

：

ジ
ャ

ガ
イ
モ
植
え
、田
植
え
（
も
ち
米
）、

山
菜
採
り
②
８
月

：

ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
収
穫
、
北
鐙
坂
「
諏
訪
大
祭
り
」

に
参
加
③
９
月

：

大
根
の
種
ま

き
、
稲
刈
り
、
笹
だ
ん
ご
作
り
④

11
月

：

大
根
の
収
穫
、
大
収
穫
祭

（
そ
ば
打
ち
・
も
ち
つ
き
）
※
そ

の
ほ
か
の
野
菜
栽
培
も
計
画
し
て

い
ま
す
。
８
月
以
降
の
日
程
は
決

ま
り
次
第
連
絡
し
ま
す
●
場
所
＝

北
鐙
坂
地
内
●
参
加
費
＝
無
料
※

苗
な
ど
一
部
実
費
あ
り
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
４
月
30
日
㈮
ま
で

に
北
鐙
坂
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

体
験
教
室
・
イ
ベ
ン
ト

第
３
回
飛
渡
の
里

三
ケ
村
山
菜
ま
つ
り

　
採
り
た
て
山
菜
が
盛
り
だ
く
さ

ん
！
山
菜
即
売
も
行
い
ま
す
。
●

日
時
＝
５
月
２
日
㈰
正
午
〜
●
会

場
＝
旧
飛
渡
第
二
小
学
校
体
育
館

●
参
加
費
＝
大
人
３
、
０
０
０
円
、

中
学
生
以
下
５
０
０
円
（
飲
み
放

題
・
食
べ
放
題
）
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
水
落
（
☎
７
５
２
―
５
４

１
１
）

問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩
美
術
館

（
☎
７
５
２
―
７
２
０
２
）

北
鐙
坂
・
日
帰
り
農
業
体
験

日
＝
５
月
31
日
㈪
〜
６
月
２
日
㈬

（
２
泊
３
日
）
●
対
象
＝
成
人
●

行
き
先
＝
静
岡
県
伊
東
・
伊
豆
方

面
●
参
加
費
＝
３
５
、
５
０
０
円

（
宿
泊
代
、
交
通
費
、
保
険
料
含
む
）

●
定
員
＝
20
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体

力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７

５
８
―
３
３
４
３
）

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

新
潟
県
支
部
妻
有
地
区

介
護
者
の
交
流
会

会
・
小
山
（
☎
７
５
７
―
５
３
８

２
）

服
部
裕
陽
園
50
周
年
記
念

池
坊
華
道　

服
部
社
中

裕
陽
会
い
け
ば
な
展

古
道
「
松
之
山
街
道
」

春
の
自
然
観
察
会

　
松
代
か
ら
菅
刈
、
犬
伏
ま
で
歩

き
ま
す
。
新
緑
の
古
道
を
歩
い
て

早
春
の
自
然
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
５
月
30
日
㈰
午
前

10
時
（
受
付
開
始
９
時
30
分
）
〜

午
後
３
時
●
集
合
場
所
＝
ほ
く
ほ

く
線
ま
つ
だ
い
駅
●
対
象
＝
小
学

生
以
上
で
軽
い
山
歩
き
が
で
き
る

人
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
定
員

＝
先
着
50
人
●
持
ち
物
＝
昼
食
、

飲
み
物
、
雨
具
な
ど
●
申
込
み
＝

は
が
き
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③

氏
名
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
を
記
入

し
て
〒
９
４
２
―
１
４
０
６
十
日

町
市
松
之
山
１
６
６
２
―
３
小
口

20市報とおかまち　平成22年4月25日号
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



むし歯のないよい歯の子
３月の３歳児健診を受けた子42人

※保護者の承諾を得て掲載しています

　
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
大
変
さ
を

抱
え
て
い
る
若
者
の
保
護
者
の
会

で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
●
日
時
＝
毎
月
第
３
木
曜

日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
●

会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
●
参
加
費
＝
無
料
●
専

任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＝
栗
田
い
ね
子

さ
ん
（
元
石
川
県
立
看
護
大
学
教

授
）
●
問
合
せ
＝
小
海
（
☎
７
６

８
―
３
０
７
９
）

22
年
度
酒
類
販
売
管
理

協
力
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
関
東
信
越
国
税
局
で
は
、『
酒

類
販
売
管
理
協
力
員
』
を
募
集
し

ま
す
。
協
力
員
に
は
、
酒
類
小
売

販
売
場
（
ス
ー
パ
ー
や
小
売
酒
販

店
な
ど
）
で
買
い
物
を
す
る
機
会

な
ど
を
利
用
し
て
、
未
成
年
者
飲

酒
防
止
に
関
す
る
表
示
や
店
頭
価

格
の
状
況
を
確
認
し
、
税
務
署
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｈ
Ｊ

に
い
が
た
「
秋
桜
の
会
」

十
日
町
サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
子
育
て
応
援
の
た
め
、
一
時
的

に
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
保
育
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー
「
い
ち
ご
」
代
表
　
酒

井
（
☎
７
５
７
―
４
０
０
５
）

　
４
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
１

期
、
介
護
保
険
料
第
１
期
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
１
期
の

納
付
月
で
す
。
期
限
（
４
月
30
日
）

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ

５
月
の
休
館
日

クマ・イノシシに注意 !!
　山奥やほかの地域に生息していたク

マ・イノシシの生態系が変わり、市内で

も行動形跡が多く見られるようになりま

した。山菜採りや山遊びの際は十分に注

意してください。山に入るときは、ラジ

オやクマよけの鈴などで自分の存在を示

すように心がけましょう。

　クマやイノシシの形跡を発見したとき

は、農林課へ連絡してください。

山火事に注意 !!
　融雪期を迎え、山に入る機会が多くな

ります。入山時には、火気類の取扱いに

十分注意してください。

■連絡・問合せ　農林課☎ 757-9917

第
18
回
国
際
大
学
留
学
生

日
本
語
発
表
会
・
交
流
会

　
国
際
大
学
（
南
魚
沼
市
）
で
日

本
語
を
学
ん
で
い
る
留
学
生
が
、

日
本
語
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
に
つ

い
て
ス
ピ
ー
チ
し
、
日
ご
ろ
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
●
日
時
＝
５

月
14
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜

：

発

表
会
、
午
後
８
時
〜

：

交
流
会
※

片
方
だ
け
の
参
加
も
可
●
参
加
費

＝
無
料
●
会
場
・
申
込
み
・
問
合

せ
＝
国
際
大
学
（
☎
０
２
５
―
７

７
９
―
１
４
９
８
）

成
一
●
問
合
せ
＝
環
境
衛
生
課
☎

７
５
２

｜

３
９
２
４

連
絡
し
て
も
ら
い
ま
す
。
詳
し
く

は

国

税

局

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
長

岡
税
務
署
酒
類
指
導
官
（
☎
０
２

５
８
―
35
―
８
７
３
８
）

４
月
の
納
税
・
納
付

＝
税
務
課
・
市
民
生
活
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・

　
毎
年
こ
の
時
期
に
は
、
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
に
よ
る
事
故
や
田
畑
へ

の
行
き
帰
り
途
中
で
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
常
に
ゆ
と
り
を

持
っ
た
作
業
と
運
転
を
心
が
け
、

　
21
年
度
の
情
報
公
開
及
び
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
部
分

公
開
は
個
人
に
関
す
る
情
報
な
ど

を
公
開
し
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報

保
護
制
度
の
実
施
状
況

●
試
験
日
＝
７
月
11
日
㈰
●
申
込

み
期
間
＝
４
月
27
日
㈫
〜
５
月
28

日
㈮
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
申
込

み
期
間
内
に
、
十
日
町
商
工
会
議

所
に
配
置
し
て
あ
る
受
験
要
項
に

基
づ
き
直
接
、
東
京
商
工
会
議
所

検
定
セ
ン
タ
ー
（
☎
03
―
３
９
８

９
―
０
７
７
７
）

「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
！

結婚促進事業
結婚相談員を紹介します

　結婚相談員が、結婚を希望する独身者の相談

に応じています。担当地区は決まっていません

ので、だれにでも気軽に相談してください。

氏　名 連絡先 住所（地区）

庭野レイ子 ☎ 757-5645 十日町

吉沢　利子 ☎ 757-1730 吉　田

藤巻　洋子 ☎ 755-2273 下　条

櫻澤　秀子 ☎ 758-3278 水　沢

井川　和子 ☎ 768-2181 川　西

杉谷　清六 ☎ 763-2581 中　里

小堺　月子 ☎ 597-2536 松　代

相澤　正平 ☎ 596-3656 松之山

◆問合せ　企画政策課協働推進係☎ 757-3693

路
肩
や
ほ
場
の
段
差
に
十
分
注
意

し
て
転
倒
事
故
な
ど
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
農
作
業
に
出
か
け

る
と
き
は
、
家
族
や
周
囲
の
人
に

行
き
先
を
伝
え
、
一
人
だ
け
の
作

業
は
で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ

う
。
●
問
合
せ
＝
農
林
課
農
業
企

画
係
（
☎
７
５
７
―
３
１
２
０
）

情報公開 個人情報の開示

実施機関
請求
件数

決定状況

請求
件数

決定状況

公開
部分
公開

非
公開

開示
非

開示
うち

不保有

総務課 ８ ８ ― ― ― ― ― ―

市民生活課 ７ ６ １ ― ― ― ― ―

環境衛生課 １ ― １ ― ― ― ― ―

建設課 ６ １ ― ５ ５ ― ― ―

産業振興課 ２ １ ― １ １ ― ― ―

上下水道局 １ ― ― １ ― ― ― ―

学校教育課 ４ ― ４ ― ― ― ― ―

合　計 29 16 ６ ７ ６ ０ ０ ０

決
定
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
●
問
合
せ

＝
総
務
課
行
政
管
理
係
（
☎
７
５

７
―
９
９
１
３
）

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
検
定
試
験
（
２
・
３
級
）

青
い
鳥
郵
便
葉
書

無
償
配
布
の
お
知
ら
せ

　
対
象
者
１
人
に
つ
き
、
通
常
郵

便
は
が
き
20
枚
を
配
布
し
ま
す
。

代
理
の
人
や
郵
送
で
の
申
込
み
も

受
け
付
け
ま
す
。
●
期
間
＝
５
月

31
日
㈪
ま
で
●
対
象
＝
重
度
の
身

体
障
が
い
者
（
１
・
２
級
）
ま
た

は
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
Ａ
）

で
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
※
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
郵
便
局
（
☎

７
５
２
―
２
３
０
０
）
ま
た
は
最

寄
り
の
郵
便
局

　市では、自主財源の確保や事業所などの

PRを目的に皆さんからの広告を募集します。

掲載する大きさは１枠当り縦48㎜×横84㎜

で、連結して２枠（縦48㎜×横176㎜）使用

することもできます。企業PRやタイムリー

なお知らせにご利用ください。

市報掲載の広告を募集します！ ●料　金（各月２号発行分当たり）　（税込）

１か月 ２か月 ３か月
１枠 40,000円 75,000円 110,000円
２枠 75,000円 140,000円 205,000円

※制作料5,250円〜　
●申込み：アイプランニング（高速印刷㈱）
　　　　　☎0258-21-2842（担当：皆川）
　　　　　e-mail：minagawa@kousoku-print.jp
●問合せ：企画政策課広報広聴係　☎757-3112

※この枠は２枠連結した広告サイズとほぼ同じ大きさです

よい歯の子 住　所 保護者

直 井 眞
ま

栄
え

（本町１下） 政和

水 落 征
せい

吾
ご

（本町５） 憲裕

水 落 征
せい

良
ら

（本町５） 憲裕

南 雲 樹
じゅ

里
り

（高田町３東） 純

小 林 ゆ り（昭和町１） 祐介

渡 貫 温
はる

仁
ひと

（稲荷町３南） 徳行

阿 部 希
のぞ

望
む

（八幡田町） 清人

小 池 陽
ひ

夏
な

乃
の

（学校町１） 靖明

服 部 勇
ゆう

悟
ご

（田中町本通り） 臣裕

小 林 　 颯
はやて

（新座１） 達也

村 山 寛
ひろ

尚
なお

（新座４−１） 亨

髙 橋 真
ま

穂
ほ

（本町７−２） 一志

山 田 然
ぜん

太
た

（三和町） 勝志

上 村 明
あ

日
す

真
ま

（北新田２） 康雄

藤 巻 優
ゆう

翔
と

（城之古３） 優樹

渡 邊 煌
こう

大
だい

（山本町２） 崇一郎

大 津 亜
あ

門
もん

（千歳町１） 淳一

霜 垣 邦
くに

芳
よし

（麻畑） 邦之

村 山 結
ゆ

衣
い

（下条本町） 寛和

山 田 未
み

羽
う

（山根） 絵里香

小宮山心
しん

一
いち

郎
ろう

（漉野） 千春

福 崎 愛
あい

佳
か

（細尾） 克幸

星 名 香
か

凛
りん

（学校町） 慎吾

綱 　 健
けん

太
た

（木島） 厚美

渡 邊 あ ん （上野） 肇

水 品 凛
すず

音
ね

（下平新田） 雅嗣

吉 楽 こ こ ろ （上山） 庄治

千 原 輝
き

心
しん

（上山） 正明

山 田 朱
す

美
み

玲
れ

（山崎） 哲也

齋 喜 真
まあ

舎
しゃ

（倉俣） 幹夫

中 嶋 穂
ほの

香
か

（松代田沢） 晃

布 施 友
ゆう

輝
き

（黒倉） 昌彦

４
日
㈫

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
６
日
㈭
・
10
日
㈪
・

17
日
㈪
・
24
日
㈪
・
31
日
㈪

●
情
報
館
＝
６
日
㈭
・
10
日
㈪
・

17
日
㈪
・
24
日
㈪
・
31
日
㈪

●
市
総
合
体
育
館
＝
18
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
12
日
㈬
・

26
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜

日●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
６
日
㈭
・
11
日
㈫
・

18
日
㈫
・
25
日
㈫

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
11
日
㈫
・

18
日
㈫
・
25
日
㈫
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お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表）
☎757-3111

川西支所（市民課直通）
☎768-4956

中里支所（市民課直通）
☎763-3121

松代支所（市民課直通）
☎597-2221

松之山支所（市民課直通）
☎596-2169

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

富田医院 発電所通り西 761-0200

山口医院 下条中央通り 755-2003

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

池田医院 本町西１ 752-2581

上村病院 田中 763-2111

たかき医院 土市５ 758-2361

山口医院 袋町中 752-2174

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

●日　時　毎週火曜日 午前10時〜11時※４日㈷を除く
●対　象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●会　場　市民体育館
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　８日㈯　午前10時〜11時
●会　場　下条公民館
●対　象　乳幼児〜小学生
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

 おはなしたまてばこ
●日　時　13日㈭　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 読み聞かせの会「どんぐり」
●日　時　15日㈯　午後２時〜３時
●対　象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
●日　時　15日㈯　午前10時〜11時
●会　場　千手中央コミュニティセンター
●対　象　乳幼児〜小学３年生
●問合せ　保坂　☎090-7814-9462

 おはなしぴよぴよ
●日　時　１日㈯・22日㈯・29日㈯　午前10時30分〜11時
●対　象　乳幼児
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
●日　時　15日㈯　午前10時30分〜11時30分
●対　象　どなたでも参加できます
●会　場・問合せ
　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院 ☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

●心配ごと相談

　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
▽十日町本所　毎週木曜日
▽松代支所　　７日㈮　  ▽松之山支所　11日㈫
▽中里支所　　21日㈮　 ▽川西支所　　25日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

 おはなしひろば
●日　時　15日㈯　午後７時〜
●会　場　ユーモール（プラネタリウム）
●対　象　園児〜小学生
●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 いっしょにあそぼ
●日　時　毎週木曜日　午前10時〜11時
●対　象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも無料で相談できます。

●日　時　12日㈬　午後２時〜４時

●会　場　松代支所

●医　師　有田医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ　十日町地域振興局健康福祉部

　　　　　　　　　地域保健課　☎757-2402

●こころの健康相談

●期日・会場・受付時間

７日㈮　松代支所　　　午前10時〜11時45分

　　　　松之山支所　　午後１時30分〜３時30分

16日㈰　クロス10　　　午前９時30分〜11時30分

　　　　ケーズデンキ　午後１時30分〜３時30分

●問合せ　健康支援課母子保健係　☎757-9759

●全血献血

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　６日㈭・20日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】26日㈬　午後１時〜３時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【中里地域】15日㈯　午後１時30分〜３時30分
       　　　　会場：中里支所
　【松代地域】７日㈮　午後１時30分〜４時
       　　　　会場：社会福祉協議会松代支所

●法律相談
　電話で市民生活課市民年金係へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課交通生活係へ要予約
　12日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●消費者相談
　毎週月曜日 午後１時30分〜４時※３日㈷は休み
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　13日㈭・27日㈭
　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

30日㈰

16日㈰

３日㈷

23日㈰

●診療受付時間：午前８時30分〜正午、午後１時〜５時

２日㈰

４日㈷

５日㈷

９日㈰

●休日救急医

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

26日㈬
午後１時
　〜１時30分

22年１月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

27日㈭
午前９時
　〜９時30分

21年７月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

19日㈬
午後１時
　〜１時30分

20年11月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

26日㈬
午前９時
　〜９時30分

19年11月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

20日㈭
午後１時
　〜１時30分

18年11月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯
　面塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）、視聴
　覚アンケート（３歳６か月児のみ）、着替えや
　おむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠
　席や体調が心配な場合は、本庁または各支所へ
　連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
　す。届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆと
　りをもって来てください。

●乳幼児健診

●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 ７日㈮

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 21日㈮

会　　場　十日町保健センター（市役所隣）

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

12日㈬
千手中央コミュニティセンター

午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

13日㈭
子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

松之山保健センター 午前９時〜11時

28日㈮ 松代保育園 午前９時〜11時30分

期　日 会場 受付時間

10日㈪・24日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

11日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

13日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

17日㈪ 松代支所 午前9時〜11時

21日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

24日㈪
中里支所 午前9時〜11時30分

松之山支所 午前9時〜11時30分

28日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

市
報
の
名
称
を
変
更
し
ま
し
た

　
平
成
17
年
７
月
10
日
号
の
発

行
か
ら
約
５
年
間
に
わ
た
り
表

紙
に
使
用
し
て
き
た
愛
称
「
だ

ん
だ
ん
」
を
、
４
月
10
日
号
か

ら
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
に
変

更
し
ま
し
た
。
変
更
後
、
何
人

か
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
や
問
合
せ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
名
称
変
更
の
理
由
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
市
報

が
持
つ
役
割
は
、
市
民
へ
の
情

報
発
信
機
能
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
す
が
、
市
の
顔
と
し
て
市

外
に
対
し
て
の
情
報
発
信
と
い

う
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
十

日
町
ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら
に
発
信

し
て
い
く
た
め
、
市
の
名
前
が

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
「
市
報

と
お
か
ま
ち
」
に
名
称
を
変
更

し
ま
し
た
。
な
お
、
十
日
町
市

を
除
く
県
内
の
19
市
す
べ
て
で

も
、
ひ
ら
が
な
・
漢
字
の
別
は

あ
る
も
の
の
、
市
の
名
前
を
広

報
紙
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
市

報
の
作
成
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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　「
商
店
街
が
こ
れ
か
ら
進
む
道
の
一
つ

に
高
齢
者
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と

話
す
の
は
、
エ
コ
ひ
い
き
ク
ラ
ブ
設
置
事

業
専
門
部
会
長
の
村
山
修
一
さ
ん
（
52

歳
）。
市
内
の
60
歳
以
上
の
人
口
は
全
体

の
４
割
近
く
に
の
ぼ
り
、
今
後
さ
ら
に
高

齢
化
率
も
高
ま
る
見
込
み
で
す
。
T
M
O

は
設
立
当
初
か
ら
「
高
齢
者
に
や
さ
し
い

街
づ
く
り
」
を
理
念
の
一
つ
に
掲
げ
活
動

し
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
始
め
た
事
業
が
、

「
エ
コ
ひ
い
き
ク
ラ
ブ
」。
60
歳
以
上
を
対

象
に
新
た
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
発
行
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
月
15
日
の
「
シ
ル

バ
ー
デ
ー
」
に
来
店
し
た
カ
ー
ド
持
参
者

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
も
の
で
、
独
自

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
高
齢
者
を

手
厚
く
も
て
な
し
ま
す
。
部
会
で
は
こ
の

ほ
か
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
シ
ル
バ
ー
サ

ロ
ン
の
開
設
も
検
討
。
サ
ロ
ン
で
は
高
齢

者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
に
ぎ

わ
い
の
空
間
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　
事
務
局
を
務
め
る
十
日
町
商
工
会
議
所

の
尾
身
藤
光
さ
ん
（
51
歳
）
は
、「
エ
コ

ひ
い
き
ク
ラ
ブ
に
は
高
齢
者
を
ひ
い
き
に

し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
と
、
高
齢
者
が

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
い

う
、T
M
O
の
理
念
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
か
ら
参
加
し
て
も
ら
い
、

商
店
街
の
良
さ
を
実
感
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

₂5

商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
て

●
問
合
せ
　
十
日
町
商
工
会
議
所
　

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

５
１
１
１

十
日
町
T
M
O

　
平
成
15
年
に
設
立
さ
れ
た
十
日
町
T
M
O
。
中
心
商
店
街
活
性
化
の
た
め
、
年
間
を
と

お
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、「
エ

コ
ひ
い
き
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
て
、
お
年
寄
り
に
優

し
い
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　TOPゴールドカードの説明会に参加する商店街の事業主。商店街の活性
化につなげようと始めた取り組みに、真剣に耳を傾けます。

　参加加盟店を表すステッカー
と４月に発行されたTOPゴー
ルドカード。

　３月に行われたＴＭＯ活
動の一つ、花いっぱい事業。
1,700株の色とりどりの花が
商店街を華やかに飾りまし
た。
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